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１．はじめに 
 
 近年，社会的な合意形成を進めるため，公共事業の関

係者への情報提供，協議，参画を促すパブリックインボ

ルブメント（以下，ＰＩ）手法が，様々な分野で実施さ

れている．しかし，参加者間や実施者と参加者の間でコ

ミュニケーションが成立しない等の状況に陥る事例も見

られる．そうした場合，会議進行などに中立的第三者を

関与させることが重要とされている． 
 既往研究 1)では，こうした中立的第三者を登用する際

は，選定方法，中立者の役割と契約方法，会の前提条件

の周知などに加えて，中立者の役割や会議進行における

言動・行為が重要な要因であることが明らかにしている．  
 本研究は，中立性に影響を及ぼすファシリテータの行

為を明らかにすることを目的としている．このため，吉

野川河川整備計画の流域住民の意見を聴く会（以下，住

民の意見を聴く会）において，中立的第三者として進行

役を担ったファシリテータを対象にビデオ撮影から会議

進行時の言動が中立性に与えた影響を分析した． 
 
２．研究方法 
 
 対象事例となる住民の意見を聴く会において，各会場

でファシリテータをビデオ撮影し，議事録を収集した．

また，ファシリテータの中立性について参加者に対して

ヒアリング調査をした1）． 

 ビデオ，議事録，ヒアリング結果からファシリテータ

の行為が自らの中立性に影響を与えたと想定される場面

を選定した．さらに，その場面をビデオから抽出し，ビ

デオクリップを作成した．そして，住民の意見を聴く会

でファシリテータ役を担ったＮＰＯからビデオクリップ

のファシリテーションの行為について、意見・評価を得

た．以上から，会議進行時におけるファシリテータの行

為が中立性に与えた影響を分析した． 

 
３．吉野川流域住民の意見を聴く会について２） 

 
 吉野川は四国を流れる一級河川である．吉野川では，

徳島県知事が流域の様々な意見を聴取し，「吉野川の整

備のあり方（第十堰を含む）についての要望」をもとに，

『「よりよい吉野川づくり」にむけて』を発表し，国土

交通省で「吉野川水系河川整備基本方針」が策定された．

この基本方針に基づき，「吉野川水系河川整備計画（た

だし，抜本的な第十堰対策のあり方は除く）」を策定す

るため，多くの幅広い意見を聴取し，検討を進めること

が平成 18 年に決定した．国土交通省は，流域委員会に

変わる方式として，専門的立場の学識者から意見を聴取

する「吉野川学識経験者会議」，流域住民の意見を聴取

する「吉野川流域住民の意見を聴く会」，関係市町村長

から意見を聴取する「吉野川流域市長村の意見を聴く

会」を開催することを決定した． 
 住民の意見を聴く会は，吉野川流域が四国 4 県に跨る

ため，流域を３つに分け，会場を下流域（徳島県）で３

会場，中流域（徳島県）で 1 会場，上流域の愛媛県と高

知県で 2 会場，合計 6 会場で実施された．平成 21 年２

月までに各会場で 3 回ずつの会が実施されている．第 1
回は平成 18 年 7 月から 9 月末までで延べ 7 回，第 2 回

は平成 19 年 1 月から平成 19 年 2 月に延べ 7 回，第 3
回は平成 19 年 11 月から平成 20 年 2 月に延べ 9 回開催

されている．下流域会場は審議時間が不足し複数回の会

が開催されているため、会場数を延べ回数が上まわって

いる．なお、平成 21 年 2 月～3 月には河川整備計画の

策定に向け，公聴会が実施されている． 
 吉野川の下流域では，過去に固定堰（第十堰）の可動

堰化を巡り利害対立が生じ，住民投票が行われるまでに

至った．住民投票の結果を受けて「明日の吉野川と市民

参加を考える懇談会」（平成 12 年～平成 13 年）が設

立され，提言を提案しているが，これには可動堰反対派

が参加していない．国土交通省は住民の意見を聴く会の
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開催にあたり，実施者の国交省(以下実施者)は、進行を

担う中立者を選定するため，土木学会四国支部の合意形

成研究委員会にファシリテータ紹介が依頼し，紹介団体

の中から、ワークショップ運営などの実績をもつ市内の

ＮＰＯを選出してファシリテータ派遣を依頼した．依頼

を受けたＮＰＯは行動規範を公表し，中立性確保のため

の条件として，グラウンド・ルールを制定し，ファシリ

テータグループが中立者であることを明記するなどの要

件を示し，その条件が満たされたことを確認して，ＮＰ

Ｏ側からの途中辞退事項を含む協定を実施者と締結し．

受託している．これらの経緯はＮＰＯと実施者のＨＰで

公開されている．関与者の関係を図１に示す． 
 グラウンド・ルールでは，国土交通省が運営に責任を

担い，ファシリテータは会議の進行を行うこととしてい

る．ファシリテータグループの役割は，参加者の発言ガ

イドラインの作成，会場レイアウト，会議進行，話し合

いの場づくり，秩序を乱す行為への対応である．ファシ

リテータグループと国土交通省の協議で，各会議の議論

内容，進行プログラムを作成している．また，ファシリ

テータグループは，住民の意見を聴く会を適切に進行す

るため，必要に応じて国土交通省に対して意見書を提出

できることが協定書の中で明記されている． 
 住民の意見を聴く会は，会場の定員は100 名程度で，

流域住民は事前登録無しに自由に参加できる会となって

いる．開催状況を写真１に示す． 
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図－１ 各関係機関の関係図 

 

写真－１ 住民の意見を聴く会の開催状況 

４．ファシリテーションの抽出方法 

 

 ファシリテータの行為が中立性に影響したと想定され

る場面を以下の方法で抽出した． 

① 参加者へのヒアリング調査での意見 

 住民の意見を聴く会の参加者へヒアリングをおこなっ

た．このヒアリングは下流域の意見を聴く会の参加者の

中から意見対立を見せていた２つのグループについて関

係者 10 名を選出して，ファシリテータの中立性に関す

る評価を質問している．この結果からファシリテータの

会議進行における行為に対する意見を抽出したところ，

表１に示す意見が見られた．これらの行為が生じている

場面をビデオ抽出の候補とした． 

 

表－1 ファシリテータに対する意見の抽出結果 

 

表－２ ファシリテータの行為に対する指摘の抽出結果 
№ ファシリテータの行為 

1 発言者の意図と異なる言い換え（リフレイミング）をしている． 

2 議論の流れを止める言い換え（リフレイミング）をしている． 

3 議論の流れを止める行為をしている． 

4 設定テーマ以外の質問を受け付けないのはおかしい． 

5 質問を指名順で受け付けていない． 

6 設定テーマ以外の質問なのに対処できていない． 

7 設定テーマ以外の質問の回答を後回しにしている． 

8 質疑応答の時間をテーマごとに区切っている． 

9 質疑応答を時間で打ち切った． 

10 発言を打ち切った． 

11 発言時間を抑えた． 

12 発言機会を抑えた． 

13 一人の参加者に多くの時間を与えた． 

14 テーマの取り上げる順番を決めた． 

15 質問を設定テーマで制約した． 

16 テーマごとに質疑応答の時間を確保した． 

17 意見のとりまとめをしなかった 

18 発言者の意図した回答が実施者から得られていないままにした 

19 議論の途中で議題を変えた， 

20 質問に対して実施者の回答がない事に気が付かなかった． 

21 質問方法を指定した． 

22 私語の対応をしていなかった， 

  

 

対

象

者

ファシリテータが中立である．

または，中立ではないとする理

由 

ファシリテータの行為・言動 

Ａ
意見の取り扱いは公平に扱って

いた． 
意見に優劣をつけない． 

実施者に対して，強く食い下が

らなかった． 

実施者の発言に対して確認や

質問をしてない． 
Ｃ

打ち切りなしの議論をしなかっ

た． 

あるテーマの質疑応答を時間

で打ち切った行為． 

質問時間の取り扱いが不公平．

ある参加者は３０分質問してい

たのに，私は 1 回５分だった． 

１人の参加者に多くの質問時

間と質問回数を与えた． 

意見発言者の指名に偏りがあっ

た． 

あるグループの発言者が多く

指名されている． 

Ｄ

それぞれのグループを公平に扱

わなければならない． 

ある種の意見のグループに発

言機会が偏る． 

Ｇ
ある発言にだけに対してうなず

きをしていた． 

ある意見に対してのみうなず

く行為． 



② 住民の意見を聴く会での発言 

 住民の意見を聴く会の議事録をもとに，参加者がファ 

シリテータの行為に対して発言した内容を抽出したとこ

ろ表２が得られた．これらの意見が出た場面をビデオか

ら抽出した． 

③ 住民の意見を聴く会での場面転換が生じたシーン 

 住民の意見を聞く会で，進行や質疑に対する意見対立

など，紛糾していた場面が，ファシリテータの行為で収

拾したり，逆に進行がより停滞したような場面を抽出し

た．その結果，表３のような場面が抽出された． 

 

表－３ 場面転換が生じたシーン 

№ 場面転換が生じた場面 
ファシリテ

ータの行為 

1 

ファシリテータが会の冒頭説明で進行方針につい

て説明を行った場面，参加者から異議がでたが，

ファシリテータがテーマ順に従って参加者の発言

を取り扱いたいと説明したところ，参加者は同意

し，会が進行した． 

設定テーマ

に関する質

問順序のル

ールを明確

にした， 

2 

会を終了しようとしたところ，参加者から質疑応

答の時間が不足していると指摘されたが，ファシ

リテータが実施者から回答が得られるまで進行す

ると表明したところ，実施者から追加の会の開催

が表明された． 

実施者から

意味ある応

答を得るよ

うな進行を

した． 

3 

ある参加者が意見を述べたところ，違う参加者か

ら否定的な意見が発せられたが，ファシリテータ

が他人の意見を否定する意見は発言しないように

と指示した． 

他人意見を

否定する発

言を控える

ルールを明

確にする 

4 

テーマ以外の質問をファシリテータが後回しにし

ようとしたところ，発言者からなぜ受け付けない

のかと指摘を受けたため，進行手順の変更として

対応した． 

進行に対し

て柔軟に対

応する 

5 

ファシリテータが冒頭説明で進行手順を説明した

ところ，参加者からテーマを取り上げる順番に対

する問題点が指摘され，意見を取り入れて順番を

変更した． 

進行に対す

る意見を問

入れて柔軟

に対応する 

6 

第十堰の検討についての質問に対しての解答が参

加者の意図と合わない状況が続き，参加者からフ

ァシリテータに対して実施者に意味ある回答をす

るよう指摘してほしいとの意見がでたが，ファシ

リテータは，実施者と参加者のやり取りを繰り返

させ，結果として参加者が納得する回答がなされ

た． 

議論が深ま

るよう，対

話を持続さ

せる 

7 

会の冒頭で質疑応答の時間ではない場で，参加者

から会の進行について要望が出たが，ファシリテ

ータは，参加者に発言機会を与えて対応した． 

柔軟に参加

者に発言機

会を与える 

8 

会の終了時，参加者より会の運営改善や追加開催

の日程決定の意見が出されたが，実施者が回答で

きないとした．ファシリテータが意見書を出し実

施者に改善を求めると発言して，場が収まった． 

意見書を出

す権限を用

いて対立の

仲介を行っ

た． 

9 

ある参加者からの意見に対して，他の参加者が不

規則発言を発し，野次が飛び交った．ファシリテ

ータは野次に毅然と対応した． 

毅然と野次

に対応する 

 

５．ビデオクリップによるファシリテータ評価 

 
 抽出した場面をビデオクリップとして作成し，住民の

意見を聴く会でファシリテータ役を担ったＮＰＯからビ

デオクリップのファシリテータの行為の評価をヒアリン

グした．ヒアリング対象者を表４に示す．ヒアリングで

はファシリテータの行為に対して①問題点，②よかった

点，③改善点，④自らの中立性に及ぼす影響について評

価を得た． 
表－４ ヒアリング対象者 
対象者 役割 

Ａ ファシリテータ 

Ｂ サブファシリテータ 

Ｃ サブファシリテータ 

Ｄ 参加メンバー 

 

６．中立性に影響を及ぼすファシリテータの行為の分析 

 

 以上の参加者評価，ファシリテータ自信による評価を

もとに，ファシリテータの中立性に影響を及ぼす行為の

分析を行った．以下では，住民の意見を聴く会で参加者

より指摘のあった代表的な場面を 3 点取り上げて，その

分析結果を示す． 
 

６．１ 意味ある応答の支援 

 下流域の徳島会場でのこと．国土交通省と参加者の間

で第十堰の検討に対してコミュニケーションが平行線を

辿り，会話が成り立っていなかった．参加者はファシリ

テータに対して「司会者はそのこと（第十堰きの検討内

容に対する質問）を答えさせてください．議論が堂々め

ぐりをしている」と意見をしている． ある参加者は，

ヒアリングにおいて「実施者に対して，強く食い下がら

なかった」とファシリテータの行為を批判している． 
 ファシリテータ A は，この場面のファシリテーショ

ンに対して，「実施者に都合の悪い質問をファシリテー

タがごまかそうとしていると捉えられる」と中立性に影

響を及ぼすと回答している．つまり，参加者の質問に対

する実施者の意見応答に対して，ファシリテータが十分

な指摘をしなかったことで，ファシリテータが実施者側

に着いているとの疑惑を生じさせるとの指摘である． 
 この場面は結局，国の上席者が参加者の質問内容に対

して踏み込んだ回答をして参加者が納得し，その後，会

は順調に進行している．ファシリテータＡも「参加者が

実施者の上席者の人間から発言を引き出せたことにより，

場が収まることができた」と回答している．さらに，フ

ァシリテータＡは，「参加者が実施者とのやり取りを続

けたことで，納得できる回答を引き出せた」と回答して

いる． 
 すなわち，会の進行においてファシリテータは，こう

した話し合いにとって「意味ある応答」が行われている

かを監視し，それが生じていない場合，対話を継続させ

る，質問・回答のスピードを早める．回答すべき視点を



整理して回答を促す，といったファシリテーションが重

要と言える． 
 
６．２ 発言機会・時間の確保 
 下流域の徳島会場では対立する２つのグループが参加

しており，常に対立する意見が交換されていた．この対

立グループの一方に発言機会に結果として偏りがあった

との指摘が見られた．ある参加者は，ヒアリングにおい

て，ファシリテータに対して「やや偏りがあった．それ

ぞれのグループを公平に扱わなければならない．発言の

回数と時間が偏っていた．」と意見している． 
 ファシリテータＡは，「あるグループの発言機会，発

言時間が長くなると，対立するグループから発言時間を

多大に提供していると捉えられる」としている．さらに，

ファシリテータＡは，「ファシリテータにある参加者に

発言機会を多く与えるという意図がない場合でも，結果

的に対立するグループの発言機会が多くなるともう一方

のグループから中立性を疑われる」としている． 
 つまり，対立グループが存在する会では，一方の発言

機会や時間が偏る結果になると，ファシリテータの中立

性に影響が生じることになる．ファシリテータはこうし

た偏りが生じていないかに配慮して，発言機会の不足を

感じている参加者の発言への割り振りに努力することが

重要と言える． 
 ただし，今回，生じた偏りは結果論であって，進行時

の操作は現実には困難であった．つまり，今回の問題は，

むしろ参加の場のつくり方にある．住民の意見を聴く会

は不特定多数の住民がその都度，自由参加しており，フ

ァシリテータが参加者の利害構造をその場で把握するこ

とは不可能であった．このような状況では，発言機会が

偏らないように操作することは困難である．むしろ，参

加者から代表者を特定して少人数の話し合いの場を設け

るなどして，発言機会の不足を感じている参加者の意見

を聴取する場を設けるなどの対応が必要と言える． 
 住民の意見を聴く会ではファシリテータグループは参

加の場をつくる権限は有していなかった．意見対立のあ

る場では，ファシリテータや中立的第三者などに参加の

場をつくる役割を与えることも重要と考えられる． 
 
６．３ リフレイミング 
 会では，参加者の発言に対して，ファシリテータが意

見の要点を整理して回答のポイントを促すリフレイミン

グが行われていた．住民の意見を聴く会の中では，この

ファシリテータのリフレイミングに対して，発言者以外

から「発言の意図と違うのではないか」といった意見が

でる場面が生じていた． 
 ファシリテータＡは「参加者の発言の意図をファシリ

テータが説明すぎると内容がわからなくなりやすい」，

「参加者の質問の内容が明確な場合，参加者の言葉をフ

ァシリテータが別の言葉に置き換えたことで，返ってわ

かりにくくなった．」としている．しかも，こうしたリ

フレイミングが続くと，「ファシリテータが恣意的に異

なる意味づけをしていると受け止められる．不作為で意

図せずに結果的にそうなった場合でも中立性は疑われ

る」「恣意的に実施者よりの方向にもっていこうと受け

取られる場合もあるかもしれない」「実施者にとって都

合の悪い質問を打ち切ったと捉えられる可能性はある」

（ファシリテータＡ），「誤解される可能性はあるので

注意は必要」（サブファシリテータＣ）といった中立性

への影響が生じると指摘している． 
 ファシリテータＡは，留意点として「質問を区分けし

て，その数と内容を簡潔に確認する必要がある」と回答

しており，こうした技術を身につけることも中立性の確

保の上でも必要な要素であることがわかる． 
 
７．まとめ 

  

 本稿では中立性に影響を与えるファシリテータの行為

として，「意味ある応答の支援」，「発言機会・時間の

確保」，「リフレイミング」が留意すべき要素として示

した．しかし，今回の分析においても，中立性確保には

参加の場のつくり方が大きな影響を持っていることも明

らかになった．ファシリテータが中立に会を進行しよう

と振舞っていても，参加の場の適切な代表性や参加者の

情報の共有ができていなければ，中立性を担保するのは

困難といえる．さらに，こうした参加の場の形成にファ

シリテータや会議進行者が関われる役割をもつことも重

要と言える．本事例は，対立グループが存在し，実施者

が主催する会で中立的第三者は進行のみの役割を担って

いるケースである．他の条件での事例分析によって，中

立的第三者の行為の留意点を蓄積していく必要がある． 
 本研究は河川整備基金，科学研究費萌芽研究の助成を

受けて実施したものの一部をとりまとめたものである． 
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